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共生社会について

鎌倉市共生共創部地域共生課
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くらしと福祉の相談担当
くらしと福祉の相談窓口…R4 1,760件（うち福祉相談465件）

おくやみコーナー、弁護士相談、税理士相談、不動産相談、建築紛争相談、

携帯基地局設置届出、広聴事業 共生社会推進業務…R3全国サミット

‣ R3市民相談課と統合、R5福祉総務課福祉政策担当へ福祉業務を移管

人権・男女共同参画担当
女性相談業務…R4 376件（うちDV相談105件）

パートナーシップ宣誓制度…R5.10.1現在、17組（4組転居等により返却）

人権相談 人権施策推進指針（R5 10年ぶり改定）

消費生活担当
消費生活センター…R4 1,444件（うち購入商品、契約等への苦情1,389件）

エシカル消費推進業務（広報かまくら３月号）、くらし見守りネットワーク
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地域共生課



鎌倉市地域共生社会の

実現を目指す条例 （前文）

「すべて国民は、個人として尊重される。」からはじまる日本国憲法第13条は、個人の尊厳及び幸

福追求権について規定しています。

私たちの年齢、性別、性的指向や性自認、障害及び病気の有無、家族のかたち、職業、経済状況、

国籍、文化的背景などは、それぞれ異なります。多様な人々が尊重され、どのような立場になろう

とも、自分らしくいられる社会が、私たちの目指す共生社会です。

近くにいる人の生きにくさに思いをめぐらせてみましょう。

自分らしく生活したくとも、多くの人にとっての「ふつう」や「当たり前」を前提とした社会に、生

きにくさや居心地の悪さを感じる人がいます。「ふつう」や「当たり前」の意味は人によって違うか

らです。互いの違いを思いやり、配慮することで、人はみな、共に生きられます。目に見える事物は

もとより、目に見えない、あるいは言葉にできない生きにくさに気づくことが、共生社会への一歩

となります。

私たちは、多様性を認め、互いを思い、自分らしく安心して暮らせる社会を、

鎌倉市において実現するために、この条例を制定します。

共生社会の
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｜自分らしく生きる

｜支えあって生きる

｜自らが望むかたちで社会参画しながら生きる

大切にしたい理念

鎌倉市共生社会の実現を目指す条例

すべての人が、お互いを尊重し合い、
支え合い、多様性を認め、
自らが望む形で社会との関わりを持ち、
生涯にわたって安心して自分らしく暮らすこと
のできる社会の実現をめざす条例

H31.4→
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1. 特定非営利活動法人まるまーる

2016年より任意団体として活動開始

2022年7月 特定非営利活動法人設立

2023年 神奈川県より「かながわ子ども・子育て支援大賞草の根賞」を受賞

会員数 個人会員12名、法人賛助会員1社

法人の目的：日本及び海外ルーツの親・子どもに対して、子育て期からのダイバーシティ・インクルージョン推

進に関する事業を行い、誰もが自分らしさを発揮し、互いを受け入れ、輝きあうことができる共生社会づくり

に貢献すること



ルーツや文化の垣根なく「子育て仲間」として

つながり・楽しむコミュニティづくり

どこで生まれても、どこで暮らしても自分らしく生きられるように。

まわりのことも大切に、リスペクトしあって生きられる世界であるように。



日本の幼稚園・学校・文化・行事に関する情報

イベント

子育てにまつわる色々な話・相談

地元の子育て情報

ママ・パパ・子どもの友だちづくり

市役所などでの相談同行・コミュニティ通訳

・「子育てからのダイバーシティ・インクルージョン」

・ママ友・パパ友として外国人家族と日本人家族をつなげ、

支え合う活動

やさしい日本語・英語を用いた子育て関係情報発信

（WEB/SNS）



アメリカ、カナダ、中国、ネパール、インドネシア、フィリピン、タイ、ベトナム、韓国、モンゴル、

シリア、ロシア、フランス、コンゴ、ブラジルなど

まるまーるとつながっている「外国人ママ」たち

人におしえてもらって

初めて知る

市役所のサービス（業務）

がある

日本の人にとっての

「当たり前」は

説明されないことが多く、

知らないまま。

鎌倉市のホームページの

自動翻訳は

わかりづらい。

（というか、わからない）

市役所のどこで、

何の相談・手続きができるのか

わからない。



課題

・鎌倉市には外国籍市民が市民の1%弱住民登録。

市民全体として割合は大きくないが、人数にすると1700名近い人数に。

・外国籍・海外ルーツの方々からは、

「生活上の困りごとがあった場合に、どこに相談すればいいかわからない」

「自分の悩み事は行政などの機関に相談してよいものかわからない」という声が

多数あり、市ホームページの翻訳機能を活用しても情報が非常にわかりづらい。

乳幼児診断、保育園利用・就学手続きといった重要項目でさえ、日本語使用者以外は

最低限の情報を得るための手段が限られ、その先の事務手続ではさらに困難が大きい。

2. 事業概要



提案内容

必要な情報を得られず、相談先もわからず孤立する当事者の発生を防ぐため、

共生社会の実現を目指す自治体としては、これらを取り残さない取り組みが

必要ではないか。

日本語が不自由な当事者も行政の相談先が明確にわかるような広報媒体の作成と

その周知、合理的・文化的配慮を伴った、各部署における真摯・確実な対応が

求められるのではないか。

2. 事業概要



事業名
外国籍・海外ルーツ市民に対する行政相談窓口・

相談機関一覧制作（やさしい日本語・英語）及び周知事業

市担当課 地域共生課

団体名 特定非営利活動法人まるまーる

事業実施期間 2023年12月28日～2024年3月31日

負担金額 500,000円（事業費500,326円）

2. 事業概要



事業目的

・鎌倉市における共生社会の推進

・困った時の相談先の理解が当事者に得られることで、市内での当事

者の福祉向上・市民サービスの満足度の向上を行うこと。

・副産物的な効果として、鎌倉市が幅広い共生社会の実現を目指し

ていることが広く認知されること。

2. 事業概要



3. プロセス

「サポートリスト」をベースにしながら、必要な掲載項目を洗い出しした上で、

掲載カテゴリーを決定。各項目についての詳細打ち合わせを積み重ねました。

地域共生課：鎌倉市の自治体サポートをきめ細やかに紹介・説明

まるまーる：全国の外国人住民サポート情報や、どのような点が疑問になりやすいか

を紹介。県内外の国際交流・協力団体から情報収集。

・歴史・文化・イベント

・自治会・町内会

・手続き

・ごみ

・車の運転

・病気・病院

・税金・年金

・教育

・困った事がある時の相談窓口

・自然

・日本語の勉強

・電気・水道・ガスなど

・仕事

・乗り物（車、バス、電車）

・高齢者

・出産・育児

・防災

・外国人向け情報・相談窓口



3. プロセス

中間原稿を元に、鎌倉在住外国籍市民との

ディスカッション→意見を検討、適宜反映

「自治会」「回覧板」

「母子健康手帳」など、

日本独特のものこそ情報が必要。

その存在自体を知らないので

自分では調べることも

できない。

ひらがなが「やさしい」

とは限らない。

ガイドに「びょういん」と

書いてあっても、街中では漢字でし

か書いていないので

照合できない。

市役所の部署名や

書類は、照合できるように

漢字とふりがながありがたい。
（日本語版はひらがな、英語版はローマ字）

















やさしい日本語・英語版 各300部を発行

配布場所

・市役所市民課

・庁舎内の窓口への設置

・保育園・幼稚園、支援センター等

・アルペ難民センター

・日本語学校（市内のボランティア団体２カ所）

・図書館

・まるまーるより直接配布

ウエブサイトにデータ版を公開

・鎌倉市役所ウエブサイト

・まるまーるウエブサイト



4.  協働の成果・効果

[ 目標 ] 困った時の相談先の理解が当事者に得られることで、市内での当事

者の福祉向上・市民サービスの満足度の向上を行うこと。

・戸籍・住民票等の手続き窓口から病院、介護保険、求職活動、運転免許取得、子育て、教育、

防災に至るまで、市役所での相談窓口に加えて市内外の外国人専門相談

窓口も広く紹介。

・当事者の福祉向上・市民サービスの満足度向上。

・加えて、図書館、スポーツ施設や鎌倉ならではの自然環境、さらには自治体・町内会の仕組みをわ

かりやすく伝え、日常生活をさらに豊かにする情報も提供。

市民としての生活満足度全体を向上。



4.  協働の成果・効果

[ 目標 ] 副産物的な効果として、鎌倉市が幅広い共生社会の実現を目指して

いることが広く認知されること。

・これまで無かった「外国語で書かれた相談窓口・相談機関」

→やさしい日本語・英語版の市民向け「生活ガイドブック」を発行

→物理的・視覚的にも、さらに当事者以外の市民に対しても、鎌倉市が幅広い共生社会の実現を

目指していることを認知。

・内外の国際交流・外国人市民団体への情報収集・資料収集を行う過程でも、鎌倉市が市民団

体との協働を通じて共生社会の実現を目指していることを広く周知。

・本事業を含む活動が評価され、まるまーるが今年度「第 17 回かながわ子ども・子育て支援大賞草

の根賞」を受賞、県内広域にわたって鎌倉市の取り組みの認知拡大。



4.  協働の成果・効果

[目標 ]  鎌倉市における共生社会の推進

・日本語話者以外にも相談窓口の存在とコンタクト方法を多数紹介。

→「一人も取り残さない」共生社会の推進に貢献

・内容検討段階で在住外国人の協力を得て、意見を大きく取り入れ内容に反映。

このような活動があることも参加する方法もわからなかった方も多く、

初めて「参加した」「まちの役に立てた」実感があった、という声も聞かれた。

→共生社会の推進の小さな一歩



相互評価 事業実施前 事業実施中 事業実施後

地域共生課

子育て世代の外国籍の方へ対して活動

を行っている団体の強みを活かし「安心

して暮らすための情報」について必要なニ

ーズを把握していることから、行政が提供

する情報について提案しやすかった。

外国籍の方(利用者)の目線に立った情報提供

の点で、団体による関係機関への聴き取りや団

体との外国籍市民へのヒアリングなどを通じて、

わかりやすい日本語の認識を改める機会となった

。また、視覚から認識できるようピクトグラムの使

用についても工夫し、英語が分からない外国籍

の方や日本語が不自由な方への情報提供の検

討についても団体との協働作業は効果的であっ

た。

団体の事業参加によって外国籍の方がどこにも相談

することができず孤立することのないよう、この「生活ガ

イド」を通じて外国籍の方等利用者が必要とする情

報や相談先の提供が実現できた。この事業を通じて

誰もが安心して暮らすことができる共生社会の実現

を進めることができた。今後は定期的に情報の検証・

更新について検討が必要である。

まるまーる

計画していた役割分担の通り、市が広

報媒体を作成するための市の情報提供

・ヒアリングを進めてくださり、既存の資料

・過去の資料も広く確認して頂いたこと

で、今回の生活ガイドの対象とすべき分

野の絞り込みを効率的に進めることがで

きた。

情報共有を丁寧に行ったことで、複数回の打ち

合わせも効率的に進行することができた。外国籍

住民のヒアリングには市職員の方にも同席頂き、

直接困り事・ポイントを聞いて頂くことでガイドブッ

クへもスムーズに反映し、全体のクオリティをさらに

上げることができた。

原稿確認段階では、庁内の関係部署との連携

を密に行って頂き、原稿確認の負担も生じさせて

しまったが、そのおかげで多くの項目においてより

正確な説明・表現を実現することができた。

団体だけではなし得なかった、市役所・幅広い関係

機関での配布が開始され、団体のみでの制作・配布

では実現できない成果を大変貴重に、頼もしく感じて

いる。



5. 今後の展望

・実際の使用を経た改善点の確認

・定期的な情報アップデート、QR コードリンクの確認

・さらなる多言語化の検討

(特に在住市民の割合が高い中国語、全国的に増加中のベトナム語等)

・詳細情報の多言語提供が必要な分野の確認と対応の検討

(鎌倉市に限らず、保育園入園や助成金申請手続きは制度自体の理解が非常に難

しく、さらに難解な日本語で書かれているため苦労する外国籍市民が多い)


